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　「ただで受けたのだから、ただで与え
なさい。」マタイの福音のイエス様の御
言葉がわたしの司祭召命のきっかけで
した。まず、命、そして家族や信仰など、全
てを神様からタダで受けたのだから、そ
の全てのものを神様と皆さんのために
使いたいと思って２０歳で宣教者の養
成を受けるため神学校に入りました。
　神学校の養成のとき、非常に印象深い
体験がありました。哲学部の勉強が終
わってすぐ、1年間バンガロール市でスト
リート・チルドレンのために働いたとき
のことです。ここではやはり、この子供た
ちの家族の状況、貧しさや苦労を見なが
ら、自分の家族のことや自分の貧しさに
ついて考えて「僕は本当に幸せだ」と
思ったことが何回もありました。「神様は
わたしの人生の道をよく定めてくださっ
たのだ」、だから、自分の命を神様と隣人

のために使わなければならないという
考えが強くなったのです。
　続いて2003年30歳で司祭に叙階さ
れ、すぐ、インドで１０年間若者の養成
を担当することになりました。ミラノ会の
司祭は外国宣教者なので、外国で奉仕
するのが一番だと思っています。私も
2013年に日本に派遣されて大喜びでし
た。
　2013年9月11日、来日してすぐ日本語
の勉強を始めました。日本語は本当に難
しい言葉です。辛いと何度も感じました
が、いつも自分の神学校の体験を思いだ
しながら再スタートしました。「日本語が
お上手ですね」という表現は日本人の皆
さんからの単なる褒め言葉じゃなくて、
私にとっては励ましの言葉で、頑張って
いく気持ちが強くなります。
　今年４月カトリック高幡教会の主任司

祭として任命を受けました。司祭は自分
のためではなく、皆のために働く者だと
思います。特に宣教者はキリスト者だけ
ではなく、信じない方のためにも働く義
務を持っています。ですから、皆さんとご
一緒に、ただで受けた信仰をただで与え
て行きたいと思います。この教会の扉と
皆さんの心の扉がいつも開いている恵
みを願い、日本の皆さんへの奉仕に命あ
る限り勤めていきたいと思います。
　皆さん、どうぞよろしくお願いいたしま
す。　

　　　　　　  　　
　　　　　                
　　　平成29年5月

 高幡教会 主任司祭                           
ロールド ザビエル
　　

「ただで受けたのだから、ただで与えなさい」
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　「二回目の北八」

　　　　　　　　　　　　築城希

　僕は北八ヶ岳に 2年目で登りに行き

ました。北八ヶ岳の計画は 12月後半

から始まりました。

　今年も北八ヶ岳に登るんだなと思い

ました。今回僕が担当した北八での係

は食当でした。

　僕が 1年目登った時は 3人で計画が

楽でしたが、今回は 11人という大人

数での計画でした。

　食当は各日にちの献立と 1人あたり

の材料を計算するというものでした。

特に一人当たりの材料の計算は何 gと

いう単位まで出すのでとても大変でし

た。

　北八計画当日、朝 6時に集合し、朝

のパッキングを済ませ、出発しました。

今年の北八ヶ岳は昨年より雪が多くて

ゲートには雪がだいぶ積もっていまし

た。まずは山小屋までの荷揚げをしま

す。

　僕は昨年よりも部活動も活発にして

いなくて体力的に自信がありませんで

した。でも、いざ登ってみるとコース

も知っていたからか昨年よりも割とス

ムーズに登ることができました。初年

度の 3人は 1人約 30kg ぐらいの荷物

を背負って登っていてそのうち 1人は

僕が持っても重いと感じるほど重くつ

らそうだなって思いました。そしてし

らびそ小屋にみんな見事に上がること

ができ、1年ぶりに帰って来たなと思

いました。

　その日の夕食はスタミナちゃんこ鍋

で、僕は味付けを担当しました。味付

けにあまり自信はありませんでした

が、味付けうまくいきよかったです。

自分が書いた献立には所々ミスがあり

うまく成立はしませんでした。

　3日目の雪かきはしらびそ小屋の奉

仕としてやり、トイレへの通路が見え

るまでやりました。

終わった後に食った名物のトーストは

とてもうまかったです。

　最終日での恒例のパーティではがん

ばって持ってきたお菓子などを食べま

した。

　そして荷上げの半分のペースで下山

しゲートに着きました。これで終わり

ではなく八峰の湯まで歩き昨年ではビ

リでしたが、今年は 2位でゴールでし

た。今年の北八はとにかく身体的に余

裕でした。

　次の北八も今回の反省を生かして楽

しい北八にしたいです。

　「僕の北八」　　　　

　　　　　　　　　　　　上田晟生

　今年の北八ヶ岳訓練キャンプは僕に

とって特別な経験になりました。僕は

去年に引き続き二年目二回目の北八で

去年は日程や練度の関係で登れなかっ

た天狗岳にも登れました。一年目の時

は来年登ると言われて遠くに見えるあ

の高い山に自分が登れるのだろうか不

安でしたが、いざ登ってみると大した

ことなかったは言い過ぎにしても大変

ではなかったと思います。リベンジに

意気込んでいただけにあっけないもの

もありましたが、天狗に登ったという

経験は僕にとって特別なものでした。

　また、宿での生活も去年とはひと味

違いました。まず、夕飯の味が違いま

した。去年は全てのの食事を初年度の

僕らが作っていましたが、今年は人数

が多かったので当番制で食事を作った

わけです。そうしたら自分が作ってな

い飯を食べられるのでそれはそれで美

味しいのですよ。ひとが作った飯を食

べられるという幸せを味わっただけで

二年目も来てよかったと思えました。

　あと去年は 2泊 3日で今年は 4泊 5

日ですから、日数が増えた分スケ

ジュールにも余裕がありました。自由

時間を作ってみんなでトランプをする

こともできました。久しぶりにやると

トランプから色んなドラマが生まれて

おもしろかったです。

　さて、今年は楽しかった北八ですが、

ネットのつながらなかった山小屋にも

ラジオで届いたニュースがありまし

た。

　栃木県那須町のスキー場での雪崩事

故です。僕らが東京に帰って来てから

親や友人からこの事故を知って僕らを

心配してくれていた話をされました。

僕も無事に帰ってこれて良かったと思

いましたが、これによって来年の北八

の実施について議論されるかもしれな

いというのが僕の心配事です。

　今回の北八は今までのどのキャンプ

より楽しかったですし、来年もまた行

きたいと思わせてくれるものでした。

　北八は古くからあるベンチャー隊の

大切なイベントですし、そのための準

備は怠りません。北八が来年はなくな

るなんてことはないと願って、来年の

北八と天狗を楽しみに今年も活動して

行きたいです。

ベンチャー隊　北八ヶ岳訓練キャンプ　感想文
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 　「北八感想文」　

　　　　　　　　　　　　熊田舜士

　自分は北八に始め登りたくなかっ

た。だが、当時は上進するつもりはな

かったので、最後のけじめとして登ろ

うと思い登ることにした。

　実際に登ってみると今までの体験と

は全く違って料理一つとっても今まで

のキャンプとは違い、米ではなくアル

ファ米であった。焚き火ではなくブス

を使って料理する等新しい体験をする

ことができた。登山においてそういっ

た面が特に大きかった。アイゼンや

ピッケル等の今まで使わなかった道具

を用いて登った。始めは慣れない雪山

歩くのに苦労したが少しづつ慣れて最

終日にはある程度上手に歩けたと思

う。

　歩くのは疲れたが小屋は快適だった

し、食事もまあまあ美味しかったので、

楽しいキャンプだったと思う。

　来年は今年来れなかった人も来れる

といいと思う。今まで自分が思ってい

た以上につらかったが、気合いと根性

でなんとかなるという大切な体験をす

ることができた。この体験は今後の人

生で役に立つと思う。

　今年のキャンプで感じたことを来年

に生かせたら良いと思います。来年は

もっと大勢で行きたいです。そうすれ

ばもっとやりたいことのできるキャン

プにしたいです。

　「北八」　　　

　　　　　　　　　　　　　吉田蓮

　私は西暦 2017 年（平成 29年）3

月 25日の土曜日から西暦 2017 年（平

成 29年）4月 1日までの 5日間天の

川銀河オリオン腕太陽系第三惑星地球

ユーラシア大陸アジア州東アジア（俗

称特定アジア）日本国本州中部地方長

野県中部位置する八ヶ岳の天狗岳の山

頂を目指し、我々の所属する日野２団

ベンチャー隊（正式名称日本ボーイス

カウト東京連盟新多磨地区日野第２団

ベンチャー隊）は天狗岳の山頂へと続

く道中にあるしらびそ小屋に宿泊こと

になった。

　小屋の中は外気とは遮断されており

とても快適でした。そこで我々は小屋

の外で食事を作ったりして生活しまし

た。

　慣れない環境下での炊事はとてつも

なく困難でした。しかし景色は非常に

キレイでした。今度は天体望遠鏡でも

持って行きたいと思います。

　「北八」　　

　　　　　　　　　　　須崎公太郎

　僕は 3月２５日から 29日の 5日間

で今までにないたくさんの経験ができ

ました。今まで雪山に登ったことがな

かったので、どうなのかなと思ってい

たけど、アイゼンをつけて行くと想像

以上に登りやすかったです。時々休ん

だり、水分をとったりしながら行った

けど山小屋まで登りきった時は今まで

にない達成感がありました、毎食夜飯

は鍋だったけど寒い所で温かい鍋はと

てもおいしかったです。

　二日目、黒百合まで行く予定だった

けど天狗岳まで行くことになりまし

た。山頂付近までは晴れていたけど急

に天気が悪化して山頂に着いた時は雪

が降っていて下にどんな景色が広がっ

ているか全然分かりませんでした。朝

から山に登って疲れたので、ミーテイ

ングが終わったらすぐに寝ました。

　三日目、天気が悪かったので、奉仕

活動として雪かきをしました。昨夜か

ら積もった雪は昨日より量が増し、

時間がかかりました。宿の人から差し

入れをもらいました。とてもおいし

かったです。午後は休んでいましたが

途中からソリで遊びました。楽しかっ

たです。

　四日目、雪上訓練をやりました。難

しかったけど回数を重ねることででき

るようになって行きました。できたと

実感できた時は嬉しかったです。夕方

制服で外に出るととても寒かったで

す。写真が終わると急いで宿に戻りま

した。

　最終日、下山が終わった後、長靴で

八峰の湯まで行くのは大変だったけ

ど、着くことができました。

　このキャンプでここに書いたこと以

外にも色んな経験ができました。来年

も参加できたらなと思います。

　2 回目の北八     

　　　　　　　　　　　　石塚大和  

　わたしは上級生として北八ヶ岳登山

訓練に参加しました。 「北八は 2回目

のだから、大丈夫だろう」と甘く見て

いた節があり、苦労が堪えなかったで

す。

　北八登山本番、昨年より残っている

雪が多く緊張がたかまりました。昨年

より体力が上がっているとは考えてい

ました。が、もしかしたら初年度に置

いていかれるのではと考えていまし

た。そんなことはありませんでした。

笑っちゃうくらい重い初年度の荷物を

見て少々かわいそうだった気もしま

す。

　しらびそ小屋についてひと息つくと

間もなく初年度を動かして食事を作り

ました。全行程で食事はおいしく調理

できました。作ったのは初年度ですが、

達成感は上司として同じような気がし

ました。

　天狗岳にアタックすることが話し合

いで決まった時、緊張感と同時にわく

わくもしてきました。しかしあいにく

の天気で頂上からの景色は灰色一色で

した。

　来年こそ、また北八ヶ岳に登って頂

上からのきれいな景色を望みたいで

す。
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上進スカウト紹介
ボーイ＆ベンチャー隊

＜ボーイ隊＞

片山君　　　野外生活能力を身につけたい

齋藤君　　　（色々な意味で）　力をつけたい

中村君　　　アウトドア活動を身につけたい

＜ベンチャー隊＞

池田君　　　カブ隊から入ってなんとか続けることができ、

　　　　　　　 ベンチャー隊に上進できることを嬉しく思います

伊藤君　　　色々な新しい事に挑戦したい

久野君　　　同年代のベンチャーとみんなで支えあっていきたい

熊田君　　　ベンチャーを楽しみたい

須﨑君　　　楽しむために、 しっかり活動に取り組む

宮君　　　　 これからは後輩の指導も増えるので頑張りたい

森山君　　　楽しい企画作りを頑張ります

吉田君　　　どんどん楽しい企画を作り、 どんどん楽しんでいきたい

後列ベンチャー隊、左から宮君・伊藤君・須﨑君・森山君・吉田君・熊田君　前列ボーイ隊、左から中村君・片山君・齋藤君



 vol.10May 30 2017

ー5ー

カブ隊

千葉君

石森君

大山君

桑原君

坂場君

石﨑君

上杉君

大山君　　カブ隊、 楽しいです。 皆好きです。

　　　　　　 フレンチトースト美味しかったです。

坂場君　　今日、 フレンチトーストを作りました。

　　　　　　 ひっくり返したり、 食べたり、 楽しかった。 おいしかった。

石﨑君　　フレンチトースト美味しかった。

             楽しいです。 頑張る。

石森君　　カブ、 好き。 フレンチトースト美味しかった。

　　　　　　 いがいと楽しい。

千葉君　　カブに上がって楽しい。

             何かして、 お友達がいて、 遊べるから。

桑原君　　カブ楽しい。 皆で遊んだり、 作ったりが楽しい。

             ボーイスカウトに行きます。

上杉君　　都合が合わず、 インタビューできませんでした。

　　　　　　 ゴメンナサイ。
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平成 29 年度　各隊指導者紹介

ビーバー隊
カブ隊

ボーイ隊
ベンチャー隊

　
　

　

　
　
　５月２１日、さつき祭が行われました。
さつき祭は、今回で４２回目になります。
　メルセス会日野修道院の敷地に、５つ
のグループがあります。
　先ずメルセス修道院、カトリック高幡教
会、光塩幼稚園、そしてボーイスカウト
日野第２団、ガールスカウト東京第７７
団です。
　このグループが家族としてみんなで、
高幡教会の守護聖人である、さつきの
マリア様を思い、それぞれのグループを
大切にしあい、交わりと一致を願ってさ
つき祭を行ったと聞いています。
　スカウト達もそれぞれ模擬店やゲーム
を楽しみながら、みんなと交わり楽しい
一日を過ごしたと思います。

　　日野第２団　副団委員長　鈴木英彦

さつき祭

ミサの風景です

左から田谷副長・熊田隊長・川原副長 西原隊長

左から安藤副長・山崎副長・近藤副長・石塚隊長

後左から大山副長・片山デンリーダー・千葉副長・
徳永 BVS 副長・辻隊長、前左から萩原君・柏倉副長補
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